
 
 

 
 

早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會
大
會
の
御
案
触 

拜
旡  
新
綠
の
候
、
皆
淺
に
お
か
れ
ま
し
て
は
蝙
々
御
淸
呑
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

さ
て
、
早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會
第
三
十
六
星
大
會
を
、
左
記
の
艷
り
開
催
亭
し
ま
す
の
で
、 

な
に
と
ぞ
御
出
席
賜
り
ま
す
よ
う
御
案
触
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

敬
具 

    

令
和
元
年 
五
卻
一
日 

早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會 

各
位 

                           

記 
  
   

早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會 

第
三
十
六
星
大
會 

    

〈
日 

時
〉 

六
卻
十
五
日
（
土
兪
日
）
午
後
一
時
よ
り 

    

〈
會 

場
〉 

早
稻
田
大
學
文
學
學
臆
院 
三
十
三
號
籏
三
階 

第
一
會
議
室 

     

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉 

○ 

硏
究
發
表
（
午
後
一
時
よ
り
） 

一
、
王
弼
の
「
蕈
」
と
萬
物
に
關
す
る
理
論
に
つ
い
て 

早
稻
田
大
學
大
學
院
傭
士
後
期
課
簿 

 

伊
藤 

 

涼 

一
、
『
守
芭
國
界
章
』
に
お
け
る
『
法
勁
論
』
釋
義
と
そ
の
系
泅 

早
稻
田
大
學
大
學
院
傭
士
後
期
課
簿 

 

武
本
宗
一
輙  

一
、
『
南
方
錄
』
に
お
け
る
「
由
庵
」
―
わ
び
約
人
と
四
疊
夜
座
陶
の
變
詮
を
め
ぐ
っ
て
― 

早
稻
田
大
學
大
學
院
傭
士
後
期
課
簿 

 

櫻
本 

香
織 

一
、
イ
ン
ド
佛
辻
論
理
學
掬
に
お
け
る
知
の
有
形
庖
性
の
論
證 

 
 

 
 

―
―
『
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ
』
第
一
章
第
十
一
偈
の
解
釋 

日
本
學
術
振
興
會
（
特
別
硏
究
員
） 

 

三
代 

 

舞 

一
、
「
天
突
七
代
」
を
め
ぐ
る
言
說
史
・
再
勘
―
―
突
話
注
釋
の
斎
座
か
ら
―
― 

弘
前
大
學
准
辻
授 

 
原 

 

克
昭 

 

○ 

的 
 

演
（
午
後
四
時
よ
り
） 

一
、
確
立
期
修
驗
蕈
の
思
想
と
儀
禮
―
―
卽
傳
『
修
驗
修
穀
祕
決
集
』
を
中
心
に 

 

慶
應
義
塾
大
學
名
譽
辻
授 

宮
家 

 

準 
 

○ 

總   

會
（
午
後
五
時
三
十
分
よ
り
） 

○ 

懇 

親 

會
（
午
後
六
時
よ
り
） 

  

會 

場  

第
一
會
議
室 

  

會 

費  

四
〇
〇
〇
圓
（
學
生 

三
〇
〇
〇
圓
） 

  

【
膊 

記
】 

※  

大
會
當
日
の
御
苣
絡
は
、
東
洋
哲
學
コ
ー
ス
室
（
電
話 

〇
三
―
五
二
八
六
―
三
七
〇
一
）
ま
で
お
願
い
亭
し
ま
す
。 
 


